








⑴　学校教育の課題の解決に努める
　私たちの研究は、国民の期待に応え、教育基本法及び学校教育法等の諸法規に定め
られた教育の目標を達成することを究極の目的とする。そのために自らの職能を高め、
学校現場が抱えている課題の解決に努める。

⑵　副校長・教頭の職務内容や職務機能を追求する
　学校運営において副校長・教頭としての関わりを大切にし、その職務内容を追究す
るとともに職務機能の充実を図る。

⑶　研究成果を政策提言活動（要請活動）に生かす
　研究活動と政策提言活動（要請活動）は全国公立学校教頭会の活動の２本柱である。
研究の成果を政策提言活動に生かし、教育環境の整備に役立てていくよう努める。

【各分科会とも参集150名、オンライン200名】
提 言 テ ー マ 会　　場

９か年を通した「学習者主体の学び」を具現化する教育課程を目指して
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　１階：サブアリーナコロナ禍を超えて－持続可能な教育課程の編成と教頭としての役割
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校種間連携から考える教育課程
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　２階：会議室学校教育目標の実現を目指した教育課程の実践を推進する学校運営の在り方
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児童生徒の豊かな人間性を養うために
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　２階：千波子供まんなか、一人一人が笑顔になるための支援の在り方
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地域の力を生かす学校環境づくり
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　２階：瑠璃の間地域の力を生かした教育活動の充実を目指して
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生徒と一緒につくる「これからの揃わない前提の学校」づくり 水戸プラザホテル
　１階：ガーデンルーム地域の特性を生かし教師が育ち子供が伸びる教員組織づくりを実現するための教頭の役割
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楽しみながら学び続ける教職員集団の人材育成に向けた教頭の関わり
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　２階：プラザボールルームＥ側若手教員の授業力と生徒指導力を高める研修と学校体制
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教員の同僚性・協働性の向上と学校運営参画に向けた教頭としての役割
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　２階：プラザボールルームＷ側指導教諭を核とした、町全体の指導力向上を目指して
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①全公教の調査結果分析と考察
②職員室の心理的安全性を高める���µ
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　講師：森 万喜子 氏　元北海道公立中学校長　文部科学省学校DX戦略アドバイザー

水戸市民会館
　２階：展示室

「教師が働きがいを高める環境整備を推進していくための副校長・教頭の役割」
　講師：中島　晴美　氏　埼玉県上尾市立上平小学校長

水戸市民会館
　３階：会議室

「魅力発信で　教員不足解消を」�y�µ �� �y
í�Í�Õ�~�­�„�q�̀ �o�p�V�”�\�q �µ 水戸三の丸ホテル
　４階：ステラ　午前の部：木内酒造株式会社　代表取締役社長　木内　敏之　氏　「酒造り200年　木内酒造の世界への挑戦」 

　午後の部：教育研究家　妹尾　昌俊　氏　「やってよかったという実感ある働き方改革を進めるには」

人財を育む　活力ある学校づくりの推進」
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　1959年生まれ。茨城県北茨城市出身。高校卒業後、画家を目指し上
京。文化学院美術科在学中に、米米CLUBの母体となるバンドを結成し
活動開始。'85年にデビューした米米CLUBの中心的メンバーとして楽
曲の作詞・作曲、ステージセット、コスチュームなどバンドを総合的に
プロデュース。'97年からは音楽活動を軸にソロ・アーティストとして
活動中。現在は、デビュー40周年イヤー中であり、音楽・アート面と
もに精力的に活動している。

　公立小・中学校の勤務を経て、2015
年４月～2024年３月まで茨城大学教育学
部准教授。2024年４月より現職。専門
は、教育工学（ICTを活用した教育実践研
究、情報活用能力に関する研究）日本教育
メディア学会理事、日本デジタル教科書学
会理事、AI時代の教育学会理事。文部科学
省学校DX戦略アドバイザー。
主な著書は
『�AI時代の教師が知っておきたいIT・情報

リテラシー　校務DXに必要な基礎知識』
インプレス（2024）

『�特別支援教育　情報活用能力を育む授業
づくり』明治図書（2023）

『�GIGAスクール構想[取り組み事例]ガイド
ブック』翔泳社（2022）小林　祐紀　氏 富田　敬子　氏

西村　卓朗　氏
塚越　敏典　氏

放送大学
准教授

茨城県教育委員会教育委員
常磐大学・常磐短期大学学長

水戸ホーリーホック
取締役ＧＭ

株式会社結城麦酒
代表取締役

コーディネーター シンポジスト

シンポジスト
シンポジスト

　サッカー選手として才能を発揮し、国士
舘大学進学後、JFLでもプレーした。大学
卒業後、Jリーグ浦和レッドダイヤモンズ
に入団。2004年大宮アルディージャに移
籍し、J１昇格に貢献。その後、渡米し海
外チームで活躍した後、2011年帰国し、コ
ンサドーレ札幌加入を最後に引退。現在は、
後進の育成に活躍中。浦和のスクールコー
チ、関東サッカーリーグのVONDS市原FC
のゼネラルマネージャー兼監督、コーチ等
を経て、2016年より水戸ホーリーホックの
強化部長に就任。2019年より、ゼネラル
マネージャーを兼任している。

　茨城県水戸市生まれ。東京女子大学卒
業。米国ジョージタウン大学大学院人口学
修士課程修了。米国フォーダム大学大学院
社会学博士課程修了。社会学博士。1988
年、在ニューヨーク国連経済社会分析局に
入職。国連アジア太平洋地域経済社会委
員会人口・社会統合課課長、国連経済社
会局統計部次長を歴任。2019年より現職。
併せて、茨城県教育委員会委員、総務省統
計委員会委員、国連国際人口移動統計専門
家グループのメンバー等も務めている。

　茨城県結城市出身。公立小中学校で37
年間の教員生活を終え、平成30年、地元
の中学校長を退職。退職後再任用で主査
として茨城県近代美術館に勤務する。教員
時代に、児童生徒や地域の人々に語り続け
た「No Play No Error」という自身の信
条と現実に矛盾を感じ、美術館勤務の傍ら、
ビールづくりの研修を進め、令和元年、第
2の人生としてマイクロブルワリー「結城麦
酒醸造」を創業。ユネスコ文化遺産にも登
録された「結城紬」で知られる地元結城で
蚕の餌となる桑の実（マルベリー）を使っ
たビールや地元産の大麦やフルーツ、教え
子が作ったトウモロコシなどを使ったクラ
フトビールづくりなど地域振興にも貢献し
ている。

記 念 講 演 　 講 師 ・ シ ン ポ ジ ウ ム

テーマ　「郷土を愛し　協働して未来にはばたく人財を育む　活力ある学校づくりの推進」

石井　竜也　氏
アーティスト

記 念 講 演　　　《７月 31日（木）　13：15～14：15》

シンポジウム　　　《７月 31日（木）　14：30～16：30》



＜参加申込＞
⑴　申込方法　　下記大会申込専用サイトから参加者によるお申込み
　　　https://kyoikuplaza-ibk.or.jp/kyoutoukai/全国大会茨城大会/
⑵　申込期間　　令和７年４月１日（火）～ ６月２日（月）まで　※期日厳守
※各都道府県教頭会事務局には、別途案内する方法により参加者名簿の提出と参加費の納入をお願いします。
※公費から直接大会事務局へ参加費を納入する必要がある場合は、下記問い合わせ先までお知らせください。

＜大会問い合わせ先＞
全国公立学校教頭会研究大会　茨城大会実行委員会　（茨城県小中学校教頭会事務局内）
TEL：029-269-2711　　E-maill：iba-kyotoukai@ktd.biglobe.ne.jp
※２次案内掲載先　　上記サイトと同じ（右上QRコードよりアクセス可）

＜手配内容（宿泊・輸送・弁当）その他に関する問い合わせ先＞
近畿日本ツーリスト株式会社　東日本支社　水戸支店
　〔営業時間（月～金）10：00～17：00　※土・日・祝は休業〕
TEL：029-225-1015　　E-mail：0120-mito@or.knt.co.jp　　担当：小林
※休業日と営業時間外の取消・変更のお申し出には対応できませんので、翌営業日の受付となります。

＜受付システムの操作方法に関する問い合わせ先＞
令和７年度 第67回全国公立学校教頭会研究大会　茨城大会　サポート事務局
　〔営業時間（月～金）10：00～17：00　※土・日・祝は休業〕
TEL：03-6863-2507　　E-mail：mito-taikai@ech.co.jp　　担当：坂口

全体会会場 分科会会場グロービスホール� 水戸市内６施設10会場

水戸市民会館� 《6》《特Ⅰ》
〒310-0026
水戸市泉町1-7-1

TEL：029-303-6226

《６》　２階：展示室
《特Ⅰ》３階：会議室

水戸京成ホテル� 《3》
〒310-0011
水戸市三の丸1-4-73

TEL：029-226-3111

《３》２階：瑠璃の間

アダストリアみとアリーナ� 《1A》《1B》
〒310-0034
水戸市緑町2-3-10

TEL：029-303-6335

《1A》１階：サブアリーナ
《1B》２階：会議室

水戸プラザホテル� 《4》《5A》《5B》
〒310-0851
水戸市千波町2078-1

TEL：029-305-8111

《４》１階：ガーデンルーム
《5A》２階：ボールルームＥ側
《5B》２階：ボールルームＷ側

ホテル・ザ・ウエストヒルズ・水戸� 《2》
〒310-0031
水戸市大工町1-2-1

TEL：029-303-5111

《２》２階：千波

水戸三の丸ホテル� 《特Ⅱ》
〒310-0011
水戸市三の丸2-1-1

TEL：029-221-3011

《特Ⅱ》４階：ステラ



会場のご案内

※茨城交通バスは

　Suica使用不可

水　戸　市　民　会　館

２番のりば

水戸駅南口 水戸駅北口

４～７番

のりば

「泉町一丁目」下車

茨城空港からのルート ＪＲ常磐線からのルート 高速道路からのルート

タクシー バス（JR水戸駅南口行） 路線バス（水戸駅北口発） 水戸ＩＣ（常磐道）

約40分

1,100円

約45分

11,000円

※駐車場はござい

ません。
車でお越しの方は周辺

の有料駐車場をご利用

ください。

約７分

190円

徒歩１分

改札より徒歩１分

徒歩３分

国道50号線

水戸駅方面

約20分

アダストリアみとアリーナに

500台の無料駐車場有り

「東原一丁目」乗車

徒歩３分

約７分

220円

「泉町一丁目」

下車すぐ

　　西 　 東

 南

 北

千波湖

水戸市民会館

アダストリア

みとアリーナ

水戸京成

ホテル

水戸三の丸

ホテル

水戸

プラザホテル

ホテル・ザ・ウエスト

ヒルズ・水戸

水戸東武館

弘道館

水戸城跡

水戸芸術館

偕楽園

近代美術館

水戸市役所

水戸中央

郵便局

那珂川

桜川

水郡線

水戸駅より

バス： 7分

泉町一丁目下車
徒歩1分

水戸駅より

バス：16分

東原一丁目下車
徒歩3分

水戸駅より

徒歩：3分

水戸駅より

バス： 9分

大工町下車
徒歩2分

国道50号線

沢渡川

茨城県立

歴史館

水戸駅

大洗鹿島線

常磐線

水戸駅より

徒歩：4分

好文亭

５００台の

無料駐車場

有り

プラザホテル

以外は、北口

4～7番のりば
より全てのバス

に乗車ＯＫ

国道50号線バイパス

水戸駅より

バス：20分

県福祉会館前
下車

徒歩10分

茨城県庁

8/1の朝夕のみ

南口より 臨時で

プラザホテルへの
シャトルバス運行

プラザホテルへは

北口6番のりば

より乗車
(関東鉄道のみ)

会 場 の ご 案 内

（タッチ決済可）


